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表 1　アンケート調査回答（依頼数 84，回答率 40%）







































図 2　除 籍 目 的 図 3　除籍対象となる理由（図書）


























































































































































・年 1回…6 ・保管場所がなくなったら…5 ・一定の期間不明…5









出版年（年）　15　→　1970 年以前　1，1980 年以前　1，1990 年以前　1






































 20 年以前　1，1993 年以前　1，2001 年以前　1，
 未記入　3
その他　5（大 2　病 3）　・書庫に保管していたもの　1，内容が古く利用がない　1
 ・特定誌は 10 年保管　1，
 ・購入中止後 3年以上経過したもの　1


































・LWW／Ovid ・Annals of Internal Medicine　　・New England Journal of Medicine　ほか
○バックファイル
・JAMA Archives Backﬁ le　　・LWW／Ovid バックファイル ・NII-REO OUP
・ScienceDIrect ・Springer　ほか
○データーベース系















































・ NII に電子ジャーナルを登録しないため，ILL の受付件数が減り，収入も減った。
・ 図書で旧版を除籍後，特定の旧版が見たいという要望を受けたことがある。












































































・ 一度図書移転時に 15 年以前の雑誌を廃棄してよろしいか先生方にお聞きしたところ「必要な時に必要な資
料がいつでも見れるのが図書室ではないのか」とのご意見があり，廃棄をやめました。（EJ で閲覧可のもの
以外）その後確かに文献を依頼された時「やはり廃棄しなくてよかった」とホットしました。スペースが許
される限りお預かりした資料も保管するようにしています。
・ 図書や雑誌は病院の資産という考えから，廃棄には抵抗があるが，魅力的な書架にするためには仕方がない
ように思う。
・ 不明書籍について，何年以上経過したら除籍していいのか，他の機関ではどのようにされているのか教えて
いただけたら幸いです。
・ 資料保存の点からは除籍せず永久保存したいが，保存スペースの問題から妥協して除籍せざるをえない。利
用頻度を確認しながら除籍していこうと考えています。
・ 資料を保存することは図書館の使命，理想であり，明らかな除籍理由（破損，重複などの適切な管理）以外
は，安易に除籍すべきではない。除籍理由の内容の陳腐化の判断も難しいところではある。ただし，限りあ
るスペースを考えると，図書資料の価値という視点だけなく，利用者のニーズや資料のフレッシュさという
視点を優先せざるをえないというのが実情である。
・ 作業量も，精神的な面でも，資料の受入より除籍の方が大変であると思う。紛失・不明を除き，除籍しなく
て済むならそれに越したことはないが，スペースの確保のためには除籍せざるを得ない。除籍するたび，本
当に捨てていいかためらいつつ除籍しているが，せめてそのためらいは無くさないようにしたいと思う。
・ 電子資料の普及により，除籍（廃棄）が増える可能性があるが，電子資料の永続的な利用の可否，紙資料の
完全な代替となり得るのかどうか，など検討すべきことは多い。
・ 汚損や破損が著しい資料は除籍しても仕方がないことだと考えますが，単純に資料が古くなったからといっ
て除籍するのは資料保存の役割を果たせないことになるのではないかと考えています。また，資料を電子化
するのも結構なことだとは思いますが，紙の資料も同時に保存収集していくことが理想的だと考えます。
・ 一度に大量の除籍を行うことは，費用・労力といった観点から見ても大変であるため，数年に一度くらいの
頻度で実施できればよいと思う。（補足：大掛かりな除籍の場合は，学校法人全体の資産に影響が及ぶこと
から，図書館側の意向だけでは除籍できないといった状況もあるため，法人側とも調整の上，除籍総額の上
限を定めるなどして計画的に実施する必要がある。
・ 今年度，除籍基準を作成予定であるが，基準を作成するに当たって，分野及び利用者層を考慮する必要があ
ると考えている。（一律に出版年で区切ることはできない，利用価値の有無が判断しづらい等）
・ 担当分野の教員との連携が重要であると考える。
